









































蒸東 I~! 然技;之。 二1寺之問、諾車走，・百三十恩;稿。〔著者注誌は蒸気、火
蒸機は蒸気機関、車輿は車問、 t立は牽くの意〕









Hugh) の『万i雪地理大全 (TheEncyclopedia of GeographyUに基づいて編訳
させた了思昔、H志~ (1841 'q三)に登場する。この諾は、『淘:1玄Il強志~ -1一巻本 (1842
年)、六十巻本 [1847年〕、百巻本[1852年J) に引用されたために、後に
















さて、この訳議 f火4~Ìì存在 j と f火司王j は、慨に述べたように、最も 1手く見え
るのが IY:fJ じ文献 (W築均貯合省国志111接~)であるために、本来別々にできた
なのか、それとも f火司王j が「火輪車j の単なる省略形なのか、ここ…カ所だ
けの資料で判断することはできない。そこで、近接する時期の;文献で、この鼻
つの訳語が併存した丹羽列を探してみると、 二年後刊行された宣教師カール・ギ






















1<. Q. ¥Vay J W地球図説Jl(1848年) i合衆国Ig]説j第四十五葉裏、宮城県図
書館伊達文庫所蔵本f海i翠@志J巻六十一 f外大臨洋J r弥平Ij堅 I~総記中j
第二葉裏に引用)
②地有鍛路、潟司王興本盤亙並H30 本j金主行甚速、毎日可三田古里。




(w智 1業幹蒙勢諜~年] i第-1:3 P9 線 道路鉄路論J[内 j到底~i'l'、
沈i珂!或編『近代啓蒙の足踏ijJ第 250賀、関西大学出版会、 2002年J)
@既有本塁織i格及諸般i擁護之]1王、員Ij}務不須労子負、人不須労子行突s










(ブリッジマン『大築!蹄~;I~忘 111各~ (W美空芸評合省i主J，志10各J改訂版Jjて巻 第
十三葉表 嬰海書館、 1861年、内i顎文!君主所蔵本)
ミ会上火輪車、 北行少問、 四百五十里、 午刻ヨ査ミIS附i吋可4う来;荘芝二之L官i切!冴汚牙:海:1口:J九つ {印IS仲l
明はまアレキササ喝ンドリアの意] (張徳季脅磯李孝ユ『向品1U海毎述奇~ (汀『志走声!向i古向}可Ji批jガ立1土:界叢書l、溺湖H伴病卒菊j 
人民出!版援社、 1981年〕問治五年三月 i一二時 [1866年4-J3 26 1:3)の条、第
32頁、他;こ 18例ある)
@-{良自関i茶碗輿火車;務、良IJ高i器蹄{犬、:ミ草区、皆賜躍。(1;1長J演は炭坑] (1872 
年 10 月 12 日 f復了雨生中丞 CW李文忠公全集~ rH)H奈i蒋稿j 巻十てJ)
ミ主主主開行 日乍議主盤室開行之第一日、五票，!i鏡I寺、






( {可女Jr!章 W{吏東述IH各~ 1877年、子早期日本遊記五碍』第 55真、湖南人民出
版社、 1983年、{也に 1例ある)
⑬i主大阪一百三十竪至間京、倶存海夜、本強杢可通。
(李篠関 f 日本紀遊~ 1880年、『早期日本遊記五種J第百2賞、湖南人民出
(34，) 
版社、 19831EI三、他に 1例ある)
⑪ i九十11'1}:'î釆火 J~宅宝j;芝、及哲京住;街、皆須!段!撮っ 〔験H夜は
Ji様J第例皮、{也に4例ある)
⑬ υ¥);3)初七H [1886 ~~三 9 J3 1 fi)、 r9P
『三針。HH 記~ 1906 年、 ~I~f: j青海外筆記選~第 135 真、 111j: j羊出版社、
1983年)





~Iヨ本!諸経~ (1 889 年〕巻十五、~1I}'f: t青東遊日記議編J 第 252
L梅際社:U坂社、 2003年)
⑬十八日来火車赴東京の
(黄}義援『東遊 I:j 記~]893 年、『早期日本遊記:1i撮J第 232 真、湖南人民出販制:、
1983年、他に 5f5ilJある)
~~(1897 年)ソヲ十有問 焚卯 i塗っ i苛(沈)韻檎兄乗車笠紫材、登/J、火輪車、
(三月) -ト;日辛亥 胃携{業本i皇室往塘泊。
第 1- 五巻、第 1211~、詩lri工教育出版社、 1998
この月~{ylj調査の結果からは、次のことが言えよう《まずげく輪車ムリく
したことだっこれはこの二語が載る、上記の f美理需:合省関
『地球!諸説J の該)~筒 I'JTが、多くの読者を得た f海国窓ji志J
、60巻本 (1847年;、 100巻本 (1852年J);こ引用されてい
たからであろうで次;こ① (1848年)から③(1866年)までの用例は、④の『智
(1852 {町、⑦の『大美l静 ~;I~志 III各J が「火車j だけである以外は




輪車j と f火車j が!司川崎文献で:'{;J1二用されるケースも少ない。ということであれ
ば、「火輪車jと f火司王jとは男Ijの語である可能性は機めて{尽く、「火事jが単
;こ f火輪車jの省i格形として使われていたと見てよかろう。⑬の F申報』を境





拾って見る。すると 1840 年代までの主嬰辞典、民iJち~A Di ctLonary of 
Chinese Language ~ (H. MOJγ1son (そりソン〕、 ]815~ 1822 年)、 ~Chinese
and ish Dict ionary ~ (1'. H. Medhurst (メドハース円、 1842'"-' 4，3年)、
韻府!路 i培~ (S.W.lVilli21ms [ウィリアムズ〕、 1844 年)、 ~EngUsh and 
ChineS8 Di ction21r:d (メド、ハー スト、 1847~ 48 年)、『英事分i議撮要~ (ウィ
リアムズ、 1856年)には、訳語は見出し諾としても、その関連語ーとしても
切載っていなし '0 最初に訳語が載ったのは、ロプシャイトの 1869 年干IJ の ~9~
繋辞典Jであり、それ以降の辞典も{井せて、訳語をJ友粋すると次のようになるつ
① f英華字典~ (W.Lobscheid (ロプシャイト〕、 1869年)
steam c21rriage集車刷、火輪車
② F漠英学長iJ (1コプシャイト、 1871年) r車jの項火輪車ara i I car 
火車alocomoti ve 
③ (George Carteγ Stent 1871句三)
f火j の項火輪車 T3ilwaytrain or locomo七iveJ
~英華事林韻j向:~ r第二巻詩集集J(Doolittle、1872年) locomotive 
火輪車
③ f字典集成~ (虞1)其H君、 1875年) r本文Jrailway餓路、火司王路
「雑学撮要(中箆諾分類器禁集)・東類j火車
@~華英字典子葉集~ (諦違車F編 1875年、
Locomotive :3 s七e21mengine on wheels A輪火車
1897年)
各火車
CV~英華字葉.~ (梁述之、 1878年) ra 11w21Y火革路、餓軌路
③『華英字典集成~ (虞1)其照 1887年) r本文JRa i lro21d， R21i lway鍛路
火車路 「雑学撮要j 火車 T r21in or R21ilw21Y c21rri21ge 
③ ~A Chinese-English Diction21ry~ (Herbert A.GiJes、1892年)
1892年版 f火j の項火車 21ste21m engin8.a tr21in 
⑬『字典葉選集成~ (Wong Su K1ng [黄少礎〕、 1895年) r字典Jr21iJw21y 
餓路 火車路「英語撮要(英語分類語葉集)・ 48 車類j火熔車Tr2111 01 
Eailw21Y c21rri21ge 頂快火車Expresstr21in載客火車Passenger崎 train載
貨火車 Freighttrain 





であるが、② (1871年)には f火取j が登場し、⑤ (1875年)から⑬
(1.895 ;'~I三)までは、訳語がほぼ f火で、ある。これを見ると訳語が、 1870






















②(光緒十四年八月)初八 1= (1898年 9)~ 23日]?集車己関、人心柏、定。
午刻(J1 1寺.，"-， 13 U寺)モ発生観察@禅、矢口j来有為巴子初1m(9月 191ヨ)遠揚、
無従文獲η 〔初四は 9月 191ヨ、遠揚は高飛びするの意J(~[翠間報j] 1898 
年 9月 24日)
③(光緒二十四年)九月辛亥朔(1898年 10丹 15i幻 I青。携春出者g、午、
到馬家歩、登盗室、黄昏安IJ1Jきわき。乗肩輿、登議船。(~察元培全集』第十五巻、
(37) 
第 189賀、断江教育出版社、 1998年、 1901年iこ11:討し ゅ06年にも l例ある)
@叶弟粉孫父子二入所造盗亙一能掌議、技能速行、毎 ω 錦、能者客 I~[ 十
(樟l諮雅〔フライヤー〕訳『英国i総務総考J、1899年、WiI
さ)(光絡;…I'~ 八年γ 二月)六 H (1902年3F3 15 I日1育 長。楼盗主。 1勾
(W忘 IJJJ曜日記~ J二、第 483真、 上海事出版社、他にゆ02年 3例、 1903
2例、 1906年 61YU、1907年4例、 1908年 5例ある、全部で 21例ある)
@光緒二，..九年一;月十七!ヨ (1903tj三3J] 15 1ヨ)午前七時余、盗主新橋勝校。
家人之外、間関入、日本人送行者数1-. (銭単七J~ W突如旅行記J巻L[1904 
年初J，第 23貰、湖南人j支出版社、 1981t:j三)
(光事者三十年)五月三!ヨ (1904&q三 6)~ 1613)七時、甑車行、乗之人奈波
(奈波患はナポリJ(康有為 wr攻)+1j- '~-'I認瀞記(寸 (1905 年ur意大手IJrJ/:F記j
第 13頁、湖南人民出版社、 1980年、地に 7例ある)
ここに挙げた用例l土、②の WI諸問報』は新間記事のmf:持、(③@@⑦は皆n本
{こ関心が高かったり、 1]本に食んだりしたことがある人々 (!O) の日記、旅行記
の用例である。①③は鉄道に関する実用舎の翻訳の用ザIJで、ある令②のように新


















刻、 rlocomot i veJ、で、その仕組みについても熟知し
(38) 
ていたはずであり、それを f火輪車(J と訳すのは大変不自然であるつ 1~3 本の訳
る「蒸気車jのように訳す方が自然で、あるの可 1I寺中i請で IsteamJは f気、
水蒸J(モ l)ソンの辞典)と訳されていたから f気車j、r7J(蒸車j と訳すのが
!な然であろうの筆者が{火輪車j の誕生過程にこだわるのはこの不自然さが引





考えるの isteam bo抗、 stearnshipJが火力を動力とし、友布外報iをi渇して進
む船というイメージで訳語「火輸出むができたので、あれば、!司じ火力で走行す
る司王の訳語が「火輪車j となるのは、自然である。では、なぜ〈汽船〉が f火








であるゥ t二記の f火船;は、 f船内外イ具j習輪車Il、中震火盆、火盛沖輪、輪縛援







広東の港に最初に来港したのは 1835 年、広州、!港で、ある (l~) から、 1820 年まで
に彼の往む襖jヨIJに汽船は来ていないのただし、 18世紀末から、アメリカ船は
ケープタウン経由で、襖問、広州、!と往来しており、広州、港に入港する米患船籍










炊気船 C r}iJ: 買は;;j~ンベイ)J (道光焚己(1833J年 1・月、広，1+1) の注に






の訳語 f水蒸jを使い、試訳として、 fsteambuat mめT be called水
蒸船j と自らの辞典(モリリン前揚辞典第六JTIi-)に載せている。また、
F東西洋考毎月続記伝~襲用炊気j部むには訳語 rJj'(蒸船j と共 iこ f炊気船;
という訳語が撃場するむ f炊気j は、モリソンの辞典(第六flH-)に絞る
の訳語であ η、この f炊気船j も原認の意味にft!1Jした訳語である。ところが、
この二種類の訳語は定着することなく消えてしまった。その後、訳詩 f火翰船j
が誕生する。その諾の成立時期の詳細は不明で、あるが、遅くとも 1838年の
;こは、 f火輪車jと共に笠場する。 f火輪船jと f火輪車j の
として生まれたかは、現在確定はできないのただ!や!詩人がそ
の航行を既;こ自にしていた f火輪船j のjゴが訳語-として先に設場がするのが !~1












以仕のように訳語 i火1戦船j は広東方言 f火船j の強し 1影響の Fに生まれた
と考えられるのその詳細は明らかでないが、 f)く輪車jはこの f火輪船Jを参












森鴎健J品fHî箸『近代語の成立話誌編改訂版~ (明治 i~1徒、 1991 年)、沈 i語威著『近
代 ~l q:1説経交流史，n(性1司会焼、 1994年)、荒J'1青秀著『近代iヨ中学術用語の形成と
伝播~ (白者社、 1997年)、沈!語!技編著 WW六合選談Jの学:際的研究j](自帝社、 1999
年)、むt!溶液 f植学J井家と横物学の語縫~ (関西大学出版部、 2000年)、 i凍力衛著『和
製謀議の形成とその慰問(汲告書続、 2001年)、内部慶liヲ著 f近代における東西言
語文化接触の研究~ (割問大学出版部、 2001年)、内田慶市、沈j実i!或縞著?近代啓蒙
の込掛;…?智環持蒙3 研究~ (1謂拘大学出版部、 2002年)、松諮章、内部慶市、沈i習










(5)其不通間道者、 fllJm本控室o 11~~:ì塞貨物..点鐘可行二三十型c (林則徐編訳 WI沼 V~j忘』
[1841年J(]~錫級、王錫柄引、ff蛮斎輿地議紗~ fi}補編十二験所Js()oW海i冨l:gl忘j](道
(41) 
光二 i二三日制3]伴、六十巻本)巻第之!一九 f小向洋 'jJi手IJlf主総説 FI第 Aン1，Ji築
基起に引用 P
(6) 事:教Ilòíが著した地環器、 11登史書の flj行 i時期は、熊)-:]之『間学東~Wí '-j， II}~ 7íHi会~ (L 
海人民出版社、 1994年)の f表 5 1ftWI iI~)1寺教伝教 J:1:¥H1X: rjとi文i持flJ1]録 (1811'" 





購入し、『英華字典J の編纂の資料として使った。(那須牧之、第 ~IJ"J近代 1:1 1 1潟語研
究会レジュメ(J996年 12J-:J 15 1:-] J 等)しかし『英和怠l ，i)~珍争IlJ辞丹J に{土、
のみが殺り、「汽車j はない。この f気管j は、 J~] プシャイトが rSt08Jll] の訳語
;こ慕づいて fsteamc(lrriagr Jを独自に訳したもので、 ELiI斗も沢訴 rrt司王jとは無
縁のものと怠われるつ
(9)荒川71寺秀 f岡本1英語の中間諾への流入J (W 日本話学~ 1998年 5月号)、熊月之『内
学東持i与i政情j第 17輩 f，J堅守:従東方泌来J"




如旅行記J解説)舎の作者康有為は、 j文j主変法運動の立役者で、 i潟市維新ー をそデ/レ
とした改革案 7日本変政考j を作り、 1文成政変後、日本にしばらく亡命し
(11)内部愛市 F近代における東持者詩文化接触の研究』第 224fl{の「臨務i明書館?英
華辞典j 語薬対n震表{こよれば、 fautomobjleJの訳語として、 1907年flの f踊務
:こ F汽司王j が載っている。
(12)子海銭jの該当部分{土、員二時鑑 fW:東関洋考毎月統記伝』影印本導(ニ教ポを:f{'}.た手
(13)嬬承鈎防長録j主 rI芋 j 第 2 賞、巻下第 76 貰(街務I~n 書館、 19 :i 8 年)
(14)黒部英雄 F散界海遊史 改訂版J1r世界海道史年表(成jJ常丹市、 1979{f) 
(15) W広州、i港史(近代部分uc海洋出般社、 1985年)第三章第狩i第出資。
(16) 前掲警第一章第…節第 7~9 頁、表~. f1775 - 1833 年西方各閣抵jム1十i港船J.~般
数比較表Jに基づき算出。
(17) Will8議員・珍の研究Jl{こ、 Wj喧謡員会珍』編集長メドハーストの横に中間の文人がアシ
スタントとして鹿っている、編集嵐景を描いた口絵がある。
(文教大学)
(42) 
